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本年は、新型コロナウイルスの影響を考慮致しまして、当日の神事には一般参列を

ご遠慮いただき、関係者のみでの斎行とさせて頂きます。

何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

奉納行事 (七度参り・花火)中止となりました。 ご了承ください。

【参拝について】

終日参拝可能です。

【手水舎について】

柄杓・ふきんを撤去し、

流水手水を設置しております。

【茅(ち )の輸について】

例年通り設置します。

期間中は、輪くぐり可能です。

入口
 茅(ち)の 輪 く ぐ り

茅の輸くぐりは、正月から半年間の積れ(けがれ)を祓い(はらい)、 残り半年の無病息災を祈願するという

意味があります。茅の輸をくぐることで製(みそぎ)をして邪悪な職れを祓い、災難を予防する為のものです。

基本的に6月 30日に行われ、夏越の祓(なごしのはらえ)と言われています。

特に梅雨の時期から夏にかけては、天然痘などの疫病がはやることが多かつたようで、疫病除けに茅の輪

が有効と考えられていました。

我が国で古来から伝わる茅の輪くぐり神事を通し、皆様とともに、新型コロナウイルスの感染が一日も早く

終息することをお祈り申し上げます。


